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セ

於.
S

て
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資

本

主

義

發

達

と

關

聯

せ

し

め

て

下

の

如

く

述

べ

て

ね

る

。

「

授

産

方 

歡

ル

遂

ぽ

が

士

嚴

を

し

て

自

ら

會

社

組

織

に

{
|

は

し

，
め

、
，
延

い

^

^

1^
,

;
1
僻

お

會

社<

^

業

を

旺

厳

な

ら

し

む

る

：

1,
因

と

な

つ'

た

こ

と

は、
> 

我

國

資#

主

灌

發

達

ま-
^
:ょ

り

見

て

極

め

て

注

目

K

へ

き

事

柄

ポ

ル

f
o

Q
」

b
l

j

七0
:

®
。
：

そ

れ

は

：又

り

「

其

の

.直

接

的

效

梁

は

多

く

之 

ぶ

股

め

！
^

を

得

，
^

,

^

つ
.
，★

け

れ

ど

も

、
，
.
此

得

め

ポ

産

讓

業

は

パ
.

後
年
に
激
け
産
！
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發

達

：の

爲

に
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洪

の

捨

石

の

：役

目

を

乘

し

、
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.
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；
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ザ
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投

方

策

ま

擺j
N
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ま

；ま

、

そ

養

ま

選

ま

ま

ほ

t
.

め
'

g
r

®

の
ホ
法

で'

あ

る
p
'
.第
.
ャ
はs

=

f

及

黑

i
.

f
®

l

あ
t

v

ま

内

地

濱

及

濕f
-

H
紫

道

夥

住

及

びI

と
‘に

分

た

れ

、
s

s

l

^

す
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ズf
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肩

ま
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事
ま
ま
ま
す
の
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f

て

讚

ま
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:

にH

霍

資

金

を

貸

與

す

る

方

法
.1

る
o
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第

三

は

士

族

，

て

ま

ま

■

ま

の

象

を

I

け

あ

ま

ま

ま

，
，
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f

 
■

ま

丄
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事

業

に

對

す

る

金

融

；，の
途

：を

も

開

か

ん

と

す

る

も

の

で
：：

あ

る

。

，

(

第

四

章

第1

言

)

。

而

し

て*

こ

の

第1

章

を

右

の

四

額

の

方

法 

に

從

ひ

各

節

に

分

っ

て

詳

細

に

說

明

し

、

更

に

、

官

公

吏

•

警

察

官

に

士

族

の

採

用

、

官

營

事

業

に

士

族

及

び

そ

の

女

子

の

探

用

、

安 

石

代

の

，制

虔

の

廢

止

に

伴

ふ

安

石

代

改

間

金

の

貸

付

に

就

い

て
.
*
*

最

後

に

、

諸

藩

に

於

け

る

授

産

方

法

と

し

て

、
挟

助

米

金

の

支

給

、 

歸

缝

商

手

當

の

支

給

、

土

地

の

給

與

、

等

に

就

い

て

祥

述

し

て

ゐ

る

。

史

料

と

云

ふ

戴

か

ら

み

れ

ば

"

本

書

の

何

れ

の

章

も

數

多

の

事

實

を

豐

富

な

る

史

料

を

以

て

能

述

せ

ら

れ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

が

、

就 

中

、「

.
士

族

搜

産

に

關

す

る

意

見

」
(

第

五s
o

に

於

レ

て

、

若^

儀

！
の

意

見

及

び

，

「

義

濟

漫

錄J

に

現

は

れ

た

る

意

見

を

紹

介

し

て 

ゐ

る

厳

は

非

常

に

興

味

あ

る

部

分

で

あ

る

。

.

/

右

の

章

に

於5

て

は

、

著

者

ほ

政

時

の

授

産

方

策

に

最

も

深

ぃ
影

響

を

及k
l

し

た

岩

倉

具

臓

及

び

大

久

保

利

通

の

意

見

を

先

づ

叙

述 

し

、

若

山§
1

の

「

土

族
.授

産

私

議」

、

次

レ

で

、.
農

：商

務

省

の

刊

行

に

ょ

る

も

の

と

寒

へ

ら

れ

る

「

義

濟

漫

録」

を

紹

介

し

、

最

後 

に
、
明

治

十

四

年

頃

政

府

が

自

ら

立

案

し

、

.

而

も

賞

行

の

準

備

ま

で

：

進
： ®

乍

ら

、.

遂

に
*

現

を

み

る

に

至

ら

な

か

っ

た
；； i

s

晝

案

を

槪

說 

し

て

ゐ

る

。

之

等

の

中

、

後

の

三

者

は

未

だ

世

に

廣

く

知

ら

れ

.ざ

る

貴

重

な

史

料

で
.

あ

る

。•

尙

ほ

、

附

银

と

し

て

、

「

太

：政

類

：典

J

•「

公 

文

類

聚」

•「

公

文

錄」

，「

起

業

族

金

提

耍

J

等

の

詣

記

録

を

基

礎

と

し

て

e
i

g

し

，

更

に

諧

地

方

史

誌
•

各

府

媒

の

報

吿

書

，類

等

に

依

ウ 

て

補

訂

し

た

る

士

族

授

産

金

貸

付

表

が

附

加

レ

て

あ

る
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